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ニ
ー
チ
ェ
は
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
を
公
刊
し
、『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』

の
書
を
入
り
口
（Vorhalle
）
と
す
る
、
自
ら
の
「
私
の
〈
哲
学
〉」
の
完
成

を
決
意
し
て
い
た
。
し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
一
八
八
九
年
一
月
の
ト
リ
ノ

に
お
け
る
昏
倒
に
よ
り
、
ニ
ー
チ
ェ
は
自
ら
の
思
想
的
営
為
に
ピ
リ
オ
ド
を

打
つ
こ
と
と
な
る
。
そ
の
結
果
、「
私
の
〈
哲
学
〉」
と
い
う
ニ
ー
チ
ェ
思
想

の
母
屋
（H

auptbau

）
は
、「
書
か
れ
ざ
る
Ｘ
」
と
し
て
未
完
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
「
書
か
れ
ざ
る
Ｘ
」
の
内
実
を
確
定
し
、
そ
の
「
書

か
れ
ざ
る
Ｘ
」
よ
り
公
刊
さ
れ
た
著
作
や
遺
稿
群
を
位
置
づ
け
る
こ
と
の
可

能
性
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
、
ル
サ
ン
チ
マ
ン
、
超
人
、
永
劫
回
帰
、
力
へ
の
意
志
、
運
命

愛
な
ど
の
概
念
を
通
じ
て
内
在
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ニ

ー
チ
ェ
思
想
の
系
統
樹
を
根
か
ら
幹
・
枝
・
葉
へ
と
向
か
お
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
い
わ
ば
こ
の
「
書
か
れ
ざ
る
Ｘ
」
を
出
発
点
と
し
ニ
ー
チ
ェ
思
想

の
系
統
樹
を
枝
・
葉
・
幹
か
ら
根
へ
と
逆
進
し
、「
書
か
れ
ざ
る
Ｘ
」
を
含

め
た
ニ
ー
チ
ェ
思
想
の
全
貌
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
で
あ
る
。
ニ
ー

チ
ェ
思
想
理
解
の
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
再
構
築
）
の
可
能
性
を
、
以

下
考
究
す
る
。 

 

主主
著著
構構
想想
をを
めめ
ぐぐ
っっ
てて
、、 

「「
一一
八八
八八
八八
年年
八八
月月
のの
最最
後後
のの
日日
曜曜
日日
」」かか
らら「「
一一
八八
八八
九九
年年
一一
月月
三三
日日
」」 

ニ
ー
チ
ェ
は
、『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
を
上
梓
し
た
後
、
一
八
八
四
年
四

月
七
日
付
フ
ラ
ン
ツ
・
オ
ー
ヴ
ァ
ベ
ッ
ク
宛
書
簡
に
お
い
て
、
自
ら
の
主
著

構
想
に
関
し
語
っ
て
い
る
。 

「
今
私
は
、
一
歩
一
歩
着
実
に
多
く
の
分
野
を
通
り
抜
け
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
と
い
う
の
も
私
は
、『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
に
よ
っ
て
そ
の
入

口
を
作
っ
た
、
私
の
〈
哲
学
〉
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
、
今
後
の
五
年

間
を
用
い
よ
う
と
決
心
し
た
か
ら
で
す
。」

  (1) 

こ
の
文
面
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
を
入
口

（Vorhalle

）
と
し
、
母
屋
（H

auptbau

）
と
な
る
「
私
の
〈
哲
学
〉」
を
主

著
と
し
て
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
ニ
ー
チ
ェ
の
強
い
決
意
を
み
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
想
い
は
一
八
八
九
年
一
月
三
日
ト
リ
ノ
の
カ
ル

ロ
・
ア
ル
ベ
ル
ト
広
場
で
の
昏
倒
に
よ
り
潰
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
昏
倒
に

よ
っ
て
ニ
ー
チ
ェ
は
思
想
的
営
為
を
停
止
す
る
か
ら
で
あ
る
。
オ
ー
ヴ
ァ
ベ

ッ
ク
宛
書
簡
に
お
け
る
「
私
の
〈
哲
学
〉」
完
成
へ
の
決
意
表
明
か
ら
ト
リ
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ノ
で
の
昏
倒
ま
で
の
五
年
あ
ま
り
の
間
に
、
ニ
ー
チ
ェ
は
「
私
の
〈
哲
学
〉」

と
な
る
主
著
の
構
想
に
つ
い
て
様
々
に
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。
そ
の
歩
み
の

変
遷
・
痕
跡
は
遺
稿
断
片
を
中
心
と
し
て
追
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で

は
ト
リ
ノ
で
の
昏
倒
に
よ
る
思
想
的
営
為
の
停
止
の
直
近
と
な
る
主
著
構

想
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
と
思
う
。 

「
一
八
八
八
年
八
月
の
最
後
の
日
曜
日
」
の
日
付
を
打
た
れ
た
主
著
構
想

に
関
す
る
断
片
が
あ
る
。 

「
力
へ
の
意
志
の
計
画
草
案 

       

あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
の
試
み 

                        

・
シ
ル
ス
・
マ
リ
ー
ア 

                             

一
八
八
八
年
八
月
最
後
の
日
曜
日 

     

わ
れ
ら
ヒ
ュ
ペ
ル
ボ
レ
オ
ス
人
・
問
題
の
定
礎 

       

第
一
書 

真
理
と
は
何
か 

 
 

第
一
章 

誤
謬
の
心
理
学                                 

 
 

第
二
章 

真
理
と
誤
謬
の
価
値                            

 
 

第
三
章 

真
理
へ
の
意
志                                

 
 
 
 

第
二
書 

価
値
の
由
来 

 
 

第
一
章 

形
而
上
学
者                                  

 
 

第
二
章 

宗
教
的
人
間                                  

 
 

第
三
章 

善
人
と
善
導
者                                

 
 
 
 

第
三
書 

価
値
闘
争 

 
 

第
一
章 

キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
考
察 

 
 

第
二
章 

芸
術
の
生
理
学                                

 
 

第
三
章 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
歴
史
の
た
め
に 

 
    

         

心
理
学
者
の
気
晴
ら
し 

 
 
 
 

第
四
書 

大
い
な
る
正
午 

   

第
一
章 

生
の
階
序
の
原
理                          

   

第
二
章 

二
つ
の
道 

   

第
三
章 

永
遠
回
帰
」

  (2) 

一
八
八
八
年
に
入
り
『
力
へ
の
意
志
』
を
主
著
と
す
る
構
想
は
、
つ
ね
に

ゆ
れ
動
い
て
い
た

  (3)
。
妹
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
や
ニ
ー
チ
ェ
の
助
手
を
つ
と
め
た

ペ
ー
タ
ー
・
ガ
ス
ト
ら
に
よ
っ
て
、
ニ
ー
チ
ェ
没
後
に
出
版
さ
れ
た
グ
ロ
ー

ス
オ
ク
タ
ー
フ
版
『
力
へ
の
意
志
』
は
、
さ
し
あ
た
り
遺
稿
を
種
々
の
構
想

断
片
を
も
と
に
編
集
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
ス
オ
ク
タ
ー
フ

版
『
力
へ
の
意
志
』
編
集
に
お
い
て
は
遺
稿
断
片
の
削
除
等
の
異
同
が
あ
り
、

ニ
ー
チ
ェ
の
遺
稿
断
片
を
誠
実
に
表
現
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
も
の
で

あ
る
。
グ
ロ
ー
ス
オ
ク
タ
ー
フ
版
『
力
へ
の
意
志
』
は
、
一
面
で
は
ニ
ー
チ

ェ
思
想
の
整
然
と
し
た
提
示
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ニ
ー
チ

ェ
自
身
が
か
か
え
て
い
た
主
著
構
想
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
混
沌
的
状
況
を
、

ま
た
ニ
ー
チ
ェ
自
身
が
内
に
秘
め
た
思
索
的
奮
闘
の
情
熱
を
反
映
し
て
い

た
か
は
、
は
な
は
だ
疑
問
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
「
一
八
八
八
年
八

月
最
後
の
日
曜
日
」
の
構
想
断
片
は
、
時
系
列
的
に
『
力
へ
の
意
志
』
の
表

題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
最
後
の
構
想
断
片
で
あ
る
。 

た
し
か
に
、
そ
の
意
味
で
「
一
八
八
八
年
八
月
最
後
の
日
曜
日
」
の
構
想

4
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断
片
は
、
主
著
『
力
へ
の
意
志
』
構
想
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
主
著
『
力
へ
の
意
志
』
の
構
想
は
頓
挫
し
て

し
ま
う
。「
力
へ
の
意
志
の
計
画
草
案 

一
八
八
八
年
八
月
最
後
の
日
曜
日
」

を
書
き
記
し
た
後
の
、
八
月
三
十
日
付
け
母
宛
の
書
簡
に
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。 

「
私
は
、
再
び
申
し
分
な
い
ほ
ど
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
望
む
ら
く
は
、

も
っ
と
暇
が
あ
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
い
い
ま
す
の
も
、
今
年
の
夏

片
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
、
長
い
間
準
備
さ
れ
て
き
た
仕
事
が
文
字

ど
お
り
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。」

  (4)  

「
一
八
八
八
年
八
月
最
後
の
日
曜
日
」
の
『
力
へ
の
意
志
』
計
画
草
案
は
、

さ
ら
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、『
力
へ
の
意
志
』
を
表
題

と
す
る
著
作
の
構
想
を
放
棄
す
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
自
ら
の
主
著
構
想
・

「
私
の
〈
哲
学
〉」
を
放
棄
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
、『
力

へ
の
意
志
』
を
主
著
と
す
る
こ
と
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
ニ
ー
チ

ェ
の
主
著
構
想
は
、『
力
へ
の
意
志
』
を
主
著
と
す
る
こ
と
を
放
棄
す
る
こ

と
を
も
っ
て
潰
え
る
も
の
で
は
な
く
、
新
た
な
局
面
へ
と
向
か
っ
て
行
く
。 

「
一
八
八
八
年
八
月
最
後
の
日
曜
日
」
の
日
付
は
「
八
月
二
六
日
」
で
あ
る
。

「
八
月
二
六
日
」
か
ら
母
へ
の
書
簡
の
日
付
「
八
月
三
十
日
」
の
間
に
、
ニ

ー
チ
ェ
に
お
い
て
『
力
へ
の
意
志
』
と
い
う
主
著
の
表
題
が
放
棄
さ
れ
た
と

い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、「
九
月
三
日
」
の
日
付
に
も
注
目
し
て
み
た
い
。
ニ

ー
チ
ェ
は
、「
九
月
三
日
」
に
自
ら
に
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
メ
タ
・

フ
ォ
ン
・
ザ
ー
リ
ス
宛
の
九
月
七
日
付
書
簡
で
述
べ
て
い
る
。 

「
九
月
三
日
は
、
ま
っ
た
く
注
目
す
べ
き
日
で
す
。
早
く
も
私
は
、
『
あ

ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
の
序
文
を
書
き
ま
し
た
。
多
分
、
こ
れ
ま

で
書
い
た
中
で
最
も
誇
り
に
満
ち
た
序
文
で
す
。」

  (5) 

「
八
月
二
六
日
」
の
『
力
へ
の
意
志
』
構
想
案
で
は
副
題
と
さ
れ
た
『
あ

ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
の
表
題
が
、「
九
月
三
日
」
の
日
付
を
も
っ
て

新
た
な
主
著
構
想
の
表
題
と
な
っ
て
い
る
。「
八
月
二
六
日
」
か
ら
「
九
月

三
日
」
ま
で
の
短
時
日
に
、
表
題
を
『
力
へ
の
意
志
』
と
す
る
主
著
構
想
が

披
瀝
さ
れ
た
が
放
棄
さ
れ
、
新
た
な
表
題
の
主
著
構
想
が
提
示
さ
れ
た
の
で

あ
る
。「
構
想
」
レ
ベ
ル
で
の
変
化
と
は
い
え
、
短
時
日
に
起
こ
っ
た
と
い

う
点
で
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
精
力
的
な
思
索
活
動
の
激
し
さ
を
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
や
は
り
母
屋
（H

auptbau

）
と
な
る
「
私
の
〈
哲
学
〉」
を
め
ぐ

っ
て
様
々
な
試
行
錯
誤
が
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

「
一
八
八
八
年
八
月
の
最
後
の
日
曜
日
」
の
構
想
断
片
は
、
遺
稿
第
十
八
群

の
最
後
の
断
片
で
あ
り
、「
一
八
八
八
年
八
月
の
最
後
の
日
曜
日
」
構
想
に

続
く
新
た
な
主
著
構
想
は
、
当
然
第
十
九
群
の
断
片
群
に
み
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
こ
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
構
想
断
片
が
連
な
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
。 

 
19[2](

Ⅷ) 

 

「
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換 

 
 

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
著
」 

 
19[3](

Ⅷ) 

 

「
明
後
日
の
た
め
の
思
想 

 
 
 

わ
が
哲
学
の
抜
粋 

5
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明
後
日
の
た
め
の
知
恵 

 
 
 

わ
が
哲
学
の
抜
粋 

 
 

小
に
お
け
る
大 

 
 
 

あ
る
哲
学
の
抜
粋 

」                  

 
19[4](

Ⅷ) 

 

「
一 

我
ら
ヒ
ュ
ペ
ル
ボ
レ
オ
ス
人 

 
 

二 

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
問
題 

 
 

三 

哲
学
に
お
け
る
理
性 

 
 

四 

ど
の
よ
う
に
し
て
、〈
真
な
る
世
界
〉
が
寓
話
と
な
っ
た
か 

 
 

五 

反
自
然
と
し
て
の
道
徳 

 
 

六 

四
つ
の
大
き
な
迷
妄 

 
 

七 

わ
れ
わ
れ
の
味
方―

わ
れ
わ
れ
の
敵 

 
 

八 

デ
カ
ダ
ン
ス
宗
教
と
い
う
概
念 

 
 

九 

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教 

 
 

十 

わ
が
美
学
よ
り 

 
 

十
一 

芸
術
家
と
著
述
家
と 

 
 

十
二 

箴
言
と
矢 

」                                                       

 

わ
れ
わ
れ
が
ま
ず
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、19[2](

Ⅷ)

に
お
い
て
初
め
て

「
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
」
が
著
作
の
表
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
こ
と

で
あ
る
。19[3](

Ⅷ)

は
ニ
ー
チ
ェ
が
こ
れ
ま
で
書
き
た
め
た
断
片
か
ら
抜

粋
・
整
理
を
行
な
う
た
め
の
表
題
と
思
わ
れ
る
。19[4](

Ⅷ)

の
構
成
は
刊
行

さ
れ
た
『
ア
ン
チ
ク
リ
ス
ト
』『
偶
像
の
黄
昏
』
の
書
に
お
け
る
章
立
て
の

一
部
に
対
応
し
て
い
る
。 

グ
ロ
イ
タ
ー
版
の
編
者
マ
ッ
ツ
イ
ノ
・
モ
ン
テ
ィ
ナ
リ
に
よ
れ
ば
、
印
刷

用
原
稿
の
表
題
に
基
づ
く
と
上
記
の
「
一
、
七
、
八
、
九
」
の
各
項
は
、
そ

れ
ぞ
れ
『
ア
ン
チ
ク
リ
ス
ト
』
の
「
第
一
節
か
ら
七
節
」「
第
八
節
か
ら
十

四
節
」「
第
十
五
節
か
ら
十
九
節
」「
第
二
十
節
か
ら
二
十
三
節
」
に
対
応
し

て
い
る
。『
ア
ン
チ
ク
リ
ス
ト
』
は
六
十
二
節
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

三
分
の
一
以
上
が
こ
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
残
り
の
「
二
、
三
、
四
、

五
、
六
、
十
二
」
は
『
偶
像
の
黄
昏
』
の
各
章
に
対
応
す
る
。「
十
、
十
一
」

は
、『
偶
像
の
黄
昏
』
の
「
あ
る
反
時
代
的
人
間
の
遊
撃
」
の
章
の
印
刷
用

原
稿
に
用
い
ら
れ
た
表
題
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、「
あ
る
反
時
代
的
人
間

の
遊
撃
」
五
十
一
節
中
の
「
第
一
節
か
ら
十
八
節
」「
第
十
九
節
か
ら
三
十

一
節
及
び
第
四
十
五
節
か
ら
五
十
一
節
」
に
対
応
す
る
。
こ
れ
ら
の
断
片
を

著
わ
し
、『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
の
序
文
を
書
い
た
、
と
九
月
七

日
の
メ
タ
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ー
リ
ス
宛
書
簡
に
お
い
て
ニ
ー
チ
ェ
は
伝
え
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。 

モ
ン
テ
ィ
ナ
リ
は
、「
一
八
八
八
年
八
月
の
最
後
の
日
曜
日
」（
八
月
二
六

日
）
か
ら
九
月
三
日
の
間
に
起
こ
っ
た
主
著
構
想
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
ニ
ー

チ
ェ
の
変
化
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

  (6)
。
も
ち
ろ
ん
、
母
宛

書
簡
で
の
落
胆
の
念
も
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。 

 

一 
ニ
ー
チ
ェ
は
、
こ
の
間
に
『
力
へ
の
意
志
』
の
構
想
を
最
終
的
に
放

棄
し
た
。 

 

二  

清
書
の
終
わ
っ
た
手
持
ち
の
材
料
か
ら
、『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値

6
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転
換
』
と
し
て
出
版
す
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
い
た
。 

 
三  
し
か
し
ニ
ー
チ
ェ
は
、
自
分
の
哲
学
の
「
抜
粋
」
の
公
刊
を
決
心
し

て
い
た
。 

 

四  

そ
の
「
抜
粋
」
に
『
一
心
理
学
者
の
怠
惰
』[

後
の
『
偶
像
の
黄
昏
』]

と
い
う
名
を
与
え
た
。 

 

五 

そ
の
後
す
ぐ
に
、「
抜
粋
」
の
中
か
ら19[4](

Ⅷ)

に
お
け
る
「
一
、

七
、
八
、
九
」
の
各
章
を
取
り
除
い
た
。 

 

六 

主
著
は
、
こ
の
後
「
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
」
の
表
題
を
担
う

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
四
書
で
計
画
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
第

一
書
が
『
ア
ン
チ
ク
リ
ス
ト
』
で
あ
り
、
そ
の
三
分
の
一
は
完
成
し

て
い
た
。 

 

七 

一
八
八
八
年
九
月
三
日
、
ニ
ー
チ
ェ
は
『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転

換
』
の
序
文
を
書
い
た
。 

モ
ン
テ
ィ
ナ
リ
の
指
摘
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ニ
ー
チ
ェ
に
よ
る
一
連
の
主

著
構
想
を
め
ぐ
る
こ
の
短
時
日
で
の
動
き
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
明
ら
か

に
彼
の
著
作
構
想
が
『
力
へ
の
意
志
』
の
表
題
か
ら
『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価

値
転
換
』
の
表
題
へ
と
移
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
主

著
を
め
ぐ
る
方
向
転
換
を
こ
の
時
期
の
書
簡
が
裏
付
け
て
く
れ
る
。 

ニ
ー
チ
ェ
は
、
九
月
十
四
日
付
で
オ
ー
ヴ
ァ
ベ
ッ
ク
に
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。 

「
私
は
、
い
ま
ま
で
以
上
に
ほ
ぼ
自
分
の
軌
道
に
乗
っ
て
大
目
標
に
近
づ

い
て
い
る
と
い
う
大
き
な
落
ち
着
き
と
確
信
を
感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
自 

身
に
驚
い
て
い
る
の
で
す
が
、
私
は
『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
の

第
一
書
を
決
定
的
な
形
で
も
う
半
分
書
き
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
ど
ん
な
哲
学
者
に
よ
っ
て
も
獲
得
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
透
明
さ
を
も
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
突
然
書
く
こ
と
を
覚
え
た

か
の
よ
う
で
す
。
問
題
の
内
容
、
情
熱
の
点
で
は
、
こ
の
著
作
は
数
世
紀

の
時
を
駆
け
る
ほ
ど
の
も
の
で
す
。
第
一
書
は
、
内
緒
の
話
で
す
が
、『
ア

ン
チ
ク
リ
ス
ト
』
と
い
う
名
で
あ
り
、
い
ま
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
た

め
に
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
の
す
べ
て
が
、
ま
っ
た
く
児
戯
に
も
等
し
い

も
の
と
な
り
ま
す
。」

  (7) 

『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
を
表
題
と
す
る
新
た
な
主
著
構
想
の
も
と

で
、
ニ
ー
チ
ェ
は
精
力
的
に
活
動
す
る
。
少
な
く
も
、『
ア
ン
チ
ク
リ
ス
ト
』

の
残
り
の
部
分
の
執
筆
、
そ
し
て
こ
れ
を
第
一
の
書
と
位
置
づ
け
る
『
あ
ら

ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
の
第
二
書
、
第
三
書
、
第
四
書
の
執
筆
に
と
り
か

か
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。『
偶
像
の
黄
昏
』
の
序
文
に
お
け
る
日

付
が
示
す
よ
う
に
、『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
の
第
一
書
で
あ
る
『
ア

ン
チ
ク
リ
ス
ト
』
が
、
こ
う
し
て
一
八
八
八
年
九
月
三
十
日
に
完
成
す
る
。 

 

こ
の
時
期
、
新
た
な
主
著
『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
を
四
部
構
成
で

構
想
す
る
構
想
断
片
が
み
ら
れ
る
。 

 
19[8](

Ⅷ) 

 

「
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換 

 
 

第
一
書 

 
 

ア
ン
チ
ク
リ
ス
ト
。
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
試
み 

7
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第
二
書 

 

 
 

自
由
精
神
。
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
運
動
と
し
て
の
哲
学
へ
の
批
判 

 
 

第
三
書 

 
 

イ
ン
モ
ラ
リ
ス
ト
。
最
も
不
幸
な
無
知
の
一
種
と
い
う
べ
き
道
徳
へ
の

批
判 

 
 

第
四
書 

 
 

デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
。
永
遠
回
帰
の
哲
学 

」                      

 
22[14](

Ⅷ) 

 

「 

あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換 

 
 

ア
ン
チ
ク
リ
ス
ト 

キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
試
み 

 
 

イ
ン
モ
ラ
リ
ス
ト 

最
も
大
き
い
禍
い
を
招
く
無
知
、
す
な
わ
ち
道
徳

へ
の
批
判 

 
 

我
ら
肯
定
者 

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
運
動
と
し
て
の
哲
学
へ
の
批
判 

 
 

デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス 

永
遠
回
帰
の
哲
学 

 
 
 
 
 

七
つ
の
孤
独
か
ら
の
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
の
歌 
」                      

 

こ
れ
ら
は
と
も
に
、『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
の
第
一
書
を
『
ア

ン
チ
ク
リ
ス
ト
』
が
担
い
、
他
の
主
題
は
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」「
道
徳
」「
デ

ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
（
永
遠
回
帰
）」
に
関
し
て
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
限

り
に
お
い
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
著
作
構
想
は
こ
こ
に
収
斂
す
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
事
実
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
こ
の
精
神
的
に
多
産
な
秋
を
愛
で
る
か
の

よ
う
に
、
十
月
十
八
日
の
書
簡
で
オ
ー
ヴ
ァ
ベ
ッ
ク
に
語
っ
て
い
る
。 

「
い
よ
い
よ
私
の
大
い
な
る
収
穫
の
時
が
、
や
っ
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ

ほ
ど
大
き
な
問
題
に
手
を
出
す
も
の
は
ほ
と
ん
ど
誰
も
い
な
か
っ
た
の

に
、
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
は
や
す
や
す
と
成
就
し
て
し
ま
う
の
で
す
。『
あ

ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
の
第
一
書
が
完
成
し
、
後
は
印
刷
に
回
す
だ

け
で
あ
る
こ
と
を
、
名
状
し
が
た
い
気
分
で
あ
な
た
に
報
告
し
ま
す
。『
転

換
』
は
四
書
か
ら
な
り
、
別
々
に
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。」

  (8) 

こ
の
よ
う
な
思
想
的
に
多
産
な
日
々
に
お
い
て
、
ニ
ー
チ
ェ
は
『
ア
ン
チ
ク

リ
ス
ト
』『
偶
像
の
黄
昏
』『
こ
の
人
を
見
よ
』
の
完
成
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
多
産
の
秋
を
迎
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

彼
に
お
い
て
は
再
度
の
著
作
構
想
の
転
換
が
生
じ
る
。『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の

価
値
転
換
』
の
第
一
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
『
ア
ン
チ
ク
リ
ス
ト
』

が
、『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
の
書
そ
の
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
。

十
一
月
二
六
日
付
で
パ
ウ
ル
・
ド
ィ
ッ
セ
ン
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
、
そ
の
著

作
構
想
の
転
換
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
私
は
、
人
間
と
い
う
よ
り
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
な
の
で
す
。
『
ア
ン
チ
ク
リ

ス
ト
』
と
い
う
主
題
の
『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
は
、
完
成
し
て

い
ま
す
。
こ
の
二
年
の
う
ち
に
、
こ
れ
を
七
か
国
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
に

着
手
し
始
め
ま
す
。
各
国
語
の
初
版
は
、
お
よ
そ
百
万
部
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
に
、
以
下
の
著
作
が
出
版
さ
れ
ま
す
。
『
偶
像
の
黄
昏 

い
か

に
し
て
人
は
ハ
ン
マ
ー
を
も
っ
て
哲
学
す
る
か
』
『
こ
の
人
を
見
よ 

人

は
い
か
に
し
て
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
な
る
か
』―

こ
の
書
は
、
私
自
身

を
扱
っ
て
い
ま
す
。」

  (9) 

『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
の
書
は
『
ア
ン
チ
ク
リ
ス
ト
』
の
書
と
な

8
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り
、『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
を
主
著
と
す
る
構
想
は
後
景
に
退
い

た
感
が
あ
る
。
む
し
ろ
『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
と
い
う
表
題
は
、

主
著
と
し
て
他
の
著
作
を
主
導
す
る
も
の
で
は
な
く
、『
偶
像
の
黄
昏
』『
こ

の
人
を
見
よ
』
と
同
列
に
並
ぶ
書
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時

期
に
『
力
へ
の
意
志
』
や
『
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
価
値
転
換
』
と
い
う
主
著
と

も
想
定
さ
れ
た
表
題
を
後
景
に
退
か
す
こ
と
は
、
大
局
的
に
見
れ
ば
一
つ
の

戦
術
転
換
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
を
入
口

（Vorhalle

）
と
し
、
母
屋
（H

auptbau

）
と
な
る
「
私
の
〈
哲
学
〉」
を
主

著
と
し
て
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
ニ
ー
チ
ェ
の
決
意
は
揺
る
ぎ
な
く
、
自
ら

の
哲
学
の
母
屋
と
な
る
新
た
な
主
著
構
想
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
戦
術
転
換
を
許
さ
ぬ
事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
人
に
と
っ

て
も
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
ト
リ
ノ
の
カ
ル
ロ
・
ア
ル
ベ
ル
ト
広

場
で
の
昏
倒
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
的
営
為
に
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
た

の
で
あ
り
、
彼
の
意
思
に
反
し
て
主
著
と
し
て
の
「
私
の
〈
哲
学
〉」
の
実

現
は
か
な
わ
ぬ
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

ニニ
ーー
チチ
ェェ
思思
想想
理理
解解
のの
リリ
ココ
ンン
スス
トト
ララ
クク
シシ
ョョ
ンン 

ニ
ー
チ
ェ
思
想
を
一
本
の
系
統
樹
に
た
と
え
る
な
ら
ば
、
公
刊
さ
れ
た
諸

著
作
は
枝
・
葉
・
幹
・
根
を
形
成
す
る
。
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
的
営
為
が
病
に

よ
り
終
止
符
が
打
た
れ
結
果
、「
書
か
れ
ざ
る
Ｘ
」
と
し
て
の
こ
の
思
想
系

統
樹
の
頂
点
が
ニ
ー
チ
ェ
自
身
の
手
で
提
示
さ
れ
る
機
会
は
永
遠
に
失
わ

れ
た
の
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
思
想
の
母
屋
（H

auptbau

）
と
な
る
こ
の
「
私

の
〈
哲
学
〉」・「
書
か
れ
ざ
る
Ｘ
」
は
、
ニ
ー
チ
ェ
思
想
研
究
の
泰
斗
の
一

人
で
あ
る
カ
ー
ル
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
の
言
葉
で
あ
る
「
魂
の
未
開
地

（N
euland der Seele

）」
(10)
の
語
で
表
さ
れ
よ
う
。 

ニ
ー
チ
ェ
は
、 

「
こ
の
新
し
い
魂
は
、
謳
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
語
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。

あ
の
と
き
私
が
、
言
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
詩
人
と
し
て
言
わ
な

か
っ
た
の
は
、
な
ん
と
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
私
に
は
、

そ
れ
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
に
。」
(11) 

と
、
自
ら
の
著
作
や
遺
稿
に
よ
る
思
想
表
現
の
不
十
分
さ
に
つ
い
て
語
っ
て

い
る
。
未
完
と
な
っ
た
ニ
ー
チ
ェ
の
語
ろ
う
と
し
謳
お
う
と
欲
し
た
地
が
、

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
の
言
う
ニ
ー
チ
ェ
思
想
に
お
け
る
「
魂
の
未
開
地
」・「
書
か

れ
ざ
る
Ｘ
」
で
あ
る
。
先
駆
す
る
な
ら
ば
、
ニ
ー
チ
ェ
思
想
に
お
け
る
「
魂

の
未
開
地
」・「
書
か
れ
ざ
る
Ｘ
」
の
内
実
は
、
人
間
に
と
っ
て
の
「
内
的
世

界
の
不
可
欠
性
」
で
あ
ろ
う
。 

「
内
的
世
界
の
不
可
欠
性
」
を
謳
う
と
い
う
観
点
は
、
既
成
の
キ
リ
ス
ト
教

や
道
徳
へ
の
痛
烈
な
批
判
者
と
い
う
ニ
ー
チ
ェ
像
か
ら
す
れ
ば
違
和
感
を

覚
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
間
に
と
っ
て
の
「
内
的
世
界
の
不
可
欠
性
」

を
ニ
ー
チ
ェ
は
語
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
証
左
す
る
ア
フ
ォ

リ
ズ
ム
が
あ
る
。Positivism

us

とIdealism
us

を
並
置
す
る
ア
フ
ォ
リ
ズ

ム
で
あ
る
。 

「Positivism
us

を
完
全
に
自
分
自
身
の
う
ち
に
受
け
入
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
今
な
お
か
つIdealism

us

の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」(12) 

9
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こ
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
は
、『
人
間
的
な
あ
ま
り
に
人
間
的
な
』
の
遺
稿
中
に

見
出
さ
れ
る
。 

  

こ
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
、Idealism

us

の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
の

必
要
性
が
説
か
れ
る
が
、
あ
く
ま
でPositivism

us

と
並
置
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
のIdealism

us
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
のIdealism

us

と
し
て
の
「
内
的

世
界
」
は
、Positivism

us

と
の
並
置
に
お
い
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

Positivism
us

と
並
置
さ
れ
な
い
単
な
るIdealism

us

、「
既
存
の
あ
ら
ゆ
る

Idealism
us

」
は
、Positivism

us
的
な
「
必
然
的
な
も
の
」
か
ら
の
逃
走
で

あ
り
、
嘘
い
つ
わ
り
と
い
わ
れ
る
。「Positivism

us

を
完
全
に
自
分
自
身
の

う
ち
に
受
け
入
れ
る
こ
と
」
と
は
、Positivism

us

的
な
「
必
然
的
な
も
の
」

を
直
視
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
歴
史
を
語
る
ハ
イ
デ
ガ

ー
に
よ
れ
ば
、
ニ
ー
チ
ェ
の
こ
の
「
内
的
世
界
」
は
「
超
感
性
的
な
も
の

（Ü
bersinnliches

）」
で
は
な
い
「
非
感
性
的
な
も
の
（N

ichtsinnliches

）」

の
世
界
と
な
る
(13)
。Positivism

us

の
世
界
は
、
人
間
の
住
ま
う
現
実
世
界

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ニ
ー
チ
ェ
に
と
っ
て
、
「
内
的
世
界
」
は
必
然
的
な

Positivism
us

の
世
界
と
と
も
に
あ
る
。
か
く
し
て
「
初
め
て
感
性
的
な
も

の
を
肯
定
し
、
同
時
に
精
神
と
い
う
非
感
性
的
世
界
を
肯
定
す
る
道
が
開
か

れ
る
。」
(14) <Positivism

us

とIdealism
us

の
並
置
に
お
け
る
「
非
感
性
的

な
も
の
」
と
し
て
のIdealism

us

の
保
持>

が
、
自
ら
の
生
を
放
棄
す
る
こ

と
な
く
生
に
豊
穣
さ
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
ニ
ー
チ
ェ
思
想
の
核
心
と
な

る
。 

 

 
<Positivism

us

とIdealism
us

の
並
置
に
お
け
る
「
非
感
性
的
な
も
の
」

と
し
て
のIdealism

us

の
保
持>

が
、
ニ
ー
チ
ェ
に
と
っ
て
の
「
内
的
世
界
」

で
あ
る
。
こ
の
「
内
的
世
界
」
の
一
端
を
語
る
う
え
で
、
画
家
フ
ィ
ン
セ
ン

ト
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
絵
画
作
品
は
、
画
家
自
身

の
「
塗
り
込
め
ら
れ
た
内
面
」

 (15)
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
画
家
は
、
絵
画
の
美

と
自
己
の
精
神
の
内
面
と
を
つ
ね
に
相
互
に
喰
い
こ
ま
せ
て
考
え
つ
づ
け

る
(16)
。
絵
画
作
品
が
、
言
語
的
思
想
表
現
を
補
足
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
言

語
的
思
想
表
現
と
等
値
と
な
り
、
さ
ら
に
は
言
語
的
思
想
表
現
を
凌
駕
し
さ

え
す
る
の
で
な
い
か
と
す
ら
思
わ
れ
る
。
絵
画
作
品
に
、
自
ら
の
内
面
を
塗

り
込
め
る
画
家
た
ち
を
、
す
な
わ
ち
投
錨
す
る
錨
を
も
つ
こ
と
も
な
く
自
ら

の
人
生
を
一
つ
の
運
命
・
宿
命
と
直
視
し
日
々
を
過
ご
す
一
人
の
人
間
の
実

存
す
る
姿
を
、
鮮
烈
な
そ
の
「
内
的
世
界
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。 一

八
八
九
年
五
月
ゴ
ッ
ホ
自
身
の
意
思
で
入
院
し
た
サ
ン
・
レ
ミ
の
精
神

病
院
で
は
、
襲
い
く
る
発
作
と
の
絶
え
ざ
る
闘
い
に
、
ま
た
、
永
遠
に
正
気

を
失
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
と
の
闘
い
に
時
は
費
や
さ

れ
た
。 

「
人
生
は
、
こ
う
し
て
過
ぎ
て
行
く
。
時
は
再
び
還
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

僕
は
飽
く
ま
で
仕
事
に
没
頭
し
て
い
る
、
仕
事
の
機
会
は
再
び
来
な
い
と

承
知
し
て
い
る
、
ま
さ
に
そ
の
理
由
に
よ
っ
て
だ
。
と
く
に
僕
の
場
合
で

は
、
も
っ
と
烈
し
い
発
作
が
、
や
が
て
は
、
恐
ら
く
絵
を
描
く
僕
の
力
を
、

永
遠
に
破
壊
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
、
そ
う
い
う
次
第
で
あ
っ
て
み
れ
ば

ね
。」
(17) 
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こ
の
闘
い
は
、「
傷
つ
い
た
自
分
の
精
神
を
は
っ
き
り
と
意
識
し
な
が
ら
、

最
後
の
一
点
で
す
べ
て
の
崩
壊
を
支
え
よ
う
と
す
る
驚
く
べ
き
精
神
の
努

力
と
苦
闘
」(18)
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ゴ
ッ
ホ
が
仮
託
す
る
人
間
の
姿
は
、
雄
々

し
く
と
い
う
よ
り
も
黙
々
と
様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
「
種
ま
く

人
」
の
姿
で
あ
っ
た
。 

「
僕
は
、
自
分
の
考
え
が
た
し
か
な
も
の
と
な
り
、
ゆ
る
ぎ
な
い
方
向
に

進
ん
で
い
く
こ
と…

…
を
望
ん
で
い
る
。『
神
の
言
葉
を
種
ま
く
人
』、
僕

は
そ
う
い
う
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
の
人
に
と
っ
て
は
、

ち
ょ
う
ど
畑
で
種
ま
く
人
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
毎
日
が
そ
れ
な
り
の

悩
み
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。」
(19)  

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
他
者
と
の
あ
つ
れ
き
を
繰
り
返
す
ゴ
ッ
ホ
の

姿
で
も
、
病
に
落
ち
た
失
意
の
ゴ
ッ
ホ
の
姿
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
不
可
避

的
な
死
を
も
内
包
す
る
不
安
に
み
ち
た
存
在
と
自
覚
し
、
今
現
に
あ
る
と
こ

ろ
の
も
の
を
ま
っ
た
き
に
肯
定
す
る
存
在
で
あ
る
。「
た
だ
眼
前
に
与
え
ら

れ
た
も
の
に
し
か
生
き
る
糧
の
な
い
事
を
、
つ
ね
に
感
じ
て
い
る
人
」
(20)
と

し
て
、
ゴ
ッ
ホ
は
言
う
。 

「
人
生
と
は
、
実
に
呆
れ
返
っ
た
実
在
だ
。
僕
等
は
み
ん
な
、
こ
い
つ
に

向
か
っ
て
何
処
ま
で
も
追
い
立
て
ら
れ
る
。
物
事
は
、
あ
る
が
儘
に
あ
る
。

陰
気
に
考
え
よ
う
と
陽
気
に
考
え
よ
う
と
、
物
事
の
性
質
は
変
わ
り
は
し

な
い
。」
(21) 

「
自
然
と
の
不
断
の
格
闘
」
(22)
に
お
い
て
自
然
の
刻
印
を
受
け
、
人
間
は

「
生
活
の
堅
い
地
盤
」
(23)
の
上
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
、
と
ゴ
ッ
ホ
は
考

え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
堅
い
地
盤
」
が
、
有
様
と
し
て
ゆ
る
ぎ

な
い
確
固
と
し
た
地
盤
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
明
ら
か
で
あ
る
の
は
、
ゴ
ッ
ホ
を
取
り
ま
く
現
実
の
生
活
が
あ

る
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ
り
、
そ
の
現
実
の
有
様
は
、
け
っ
し
て
確
固
と

し
た
も
の
で
は
な
く
、
様
々
に
変
容
し
ゴ
ッ
ホ
を
翻
弄
し
て
や
ま
な
い
か

ら
で
あ
る
。
牧
師
と
し
て
も
画
家
と
し
て
も
成
功
が
実
を
結
ぶ
こ
と
の
な

か
っ
た
ゴ
ッ
ホ
に
と
っ
て
、
現
実
は
不
確
定
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
り
、

逆
説
的
に
は
、
不
確
定
で
あ
る
こ
と
・
浮
動
的
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
、
彼

に
と
っ
て
あ
る
が
儘
の
現
実
の
証
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
現
実
世
界
の

こ
う
し
た
有
様
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
的
文
脈
に
そ
う
な
ら
ば
、
「
在
る

よ
う
に
、
成
る
の
思
想
（w

ie m
an w

ird, w
as m

an ist.

）」
(24)
の
観
点
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
現
実
世
界
は
、
「
在
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
と
し
て
、
わ
れ

わ
れ
の
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
「
必
然
的
な
も
の
」
と
し
て
わ
れ
わ

れ
の
眼
前
に
広
が
る
。「
必
然
的
な
も
の
」「
在
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
と
し

て
、
現
実
世
界
は
重
み
も
軽
み
も
な
い
。
し
か
し
ゴ
ッ
ホ
に
お
い
て
、
と

い
う
よ
り
も
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
さ
し
あ
た
り
そ
れ
ら
は
、

重
荷
を
背
負
っ
て
砂
漠
へ
急
ぐ
ラ
ク
ダ
に
お
い
て
と
同
じ
よ
う
に
重
く

の
し
か
か
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  
「
長
い
間
、
嵐
の
海
の
上
で
翻
弄
さ
れ
る
よ
う
に
変
転
の
生
活
を
し
て
き

た
者
も
、
つ
い
に
は
目
的
地
に
た
ど
り
着
く
。…

…

そ
う
し
た
人
間
は
必

ず
し
も
自
分
が
何
を
な
し
う
る
か
を
自
分
で
も
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
本

能
で
感
じ
て
い
る−−−−

お
れ
だ
っ
て
何
か
の
役
に
立
つ
人
間
だ
、
お
れ
に

11
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だ
っ
て
生
存
理
由
が
あ
る
こ
と
は
感
じ
て
い
る
の
だ
！
」
(25) 

こ
の
呻
吟
す
る
姿
は
、
投
錨
す
る
錨
を
も
つ
こ
と
も
な
く
自
ら
の
人
生
を
一

つ
の
運
命
・
宿
命
と
直
視
し
日
々
を
生
き
る
ゴ
ッ
ホ
に
お
い
て
は
、
画
家
の

道
を
志
し
て
も
、
さ
ら
に
は
自
ら
の
人
生
に
終
止
符
を
打
と
う
と
す
る
と
き

で
あ
ろ
う
と
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。「
た
だ

眼
前
に
与
え
ら
れ
た
も
の
に
し
か
生
き
る
糧
の
な
い
事
を
、
つ
ね
に
感
じ
て

い
る
人
」
ゴ
ッ
ホ
は
、「
傷
つ
い
た
自
分
の
精
神
を
は
っ
き
り
と
意
識
し
な

が
ら
、
最
後
の
一
点
で
す
べ
て
の
崩
壊
を
支
え
よ
う
と
す
る
驚
く
べ
き
精
神

の
努
力
と
苦
闘
」
す
る
人
な
の
で
あ
る
。
ゴ
ッ
ホ
の
絵
画
作
品
は
、
ま
さ
し

く
そ
う
し
た
「
精
神
の
努
力
と
苦
闘
」
を
示
す
の
で
あ
り
、
ニ
ー
チ
ェ
の
文

言
を
使
う
な
ら
ば
、<Positivism

us

とIdealism
us

の
並
置
に
お
け
る
「
非

感
性
的
な
も
の
」
と
し
て
のIdealism

us

の
保
持>
の
証
と
い
え
よ
う
。 

「
魂
の
未
開
地
」・「
書
か
れ
ざ
る
Ｘ
」
と
い
う
ピ
ー
ス
は
、
た
し
か
に
ニ
ー

チ
ェ
思
想
の
数
々
の
他
の
ピ
ー
ス
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
一
枚
の
小
片
に
す
ぎ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ゴ
ッ
ホ
に
お
い
て
「
す
べ
て
の
崩
壊
を
支

え
よ
う
と
す
る
精
神
の
努
力
と
苦
闘
」
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
一
枚
の

ピ
ー
ス
が
ニ
ー
チ
ェ
思
想
全
体
を
駆
動
さ
せ
る
源
泉
と
な
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
様
々
な
哲

学
や
思
想
を
駆
動
さ
せ
る
力
へ
の
歩
み
が
他
の
哲
学
者
や
思
想
家
た
ち
と

同
様
、
ニ
ー
チ
ェ
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

「
哲
学
は
、
同
時
に
生
き
た
人
格
と
の
緊
張
関
係
の
う
ち
で
生
き
、
こ
の
人

格
の
深
み
と
生
の
充
実
か
ら
内
実
と
価
値
要
求
と
を
汲
み
取
る
。
し
た
が

っ
て
、
た
い
て
い
ど
の
哲
学
的
概
念
の
根
底
に
も
、
哲
学
者
自
身
の
人
格

的
な
態
度
決
定
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
一
切
の
哲
学
が
こ
の
よ
う
に
主
体

か
ら
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ニ
ー
チ
ェ
は
そ
の
仮
借
な
い
苛
烈
な
思

考
の
仕
方
と
彫
塑
的
な
叙
述
の
才
能
に
よ
っ
て
、<

哲
学
す
る
衝
動>

と
い

う
周
知
の
定
式
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。」
(26) 

こ
こ
で
、
ニ
ー
チ
ェ
思
想
理
解
に
お
い
て
思
想
の
系
統
樹
を
逆
進
す
る
こ

と
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ニ
ー
チ
ェ
が
ニ
ー
チ
ェ
思
想
の
母
屋

（H
auptbau

）
と
な
る
「
私
の
〈
哲
学
〉」
を
目
指
し
て
い
た
の
は
明
確
で

あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
自
身
が
著
作
と
し
て
刊
行
す
る
姿
を
眼
の
当
た
り
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
核
心
と
道
具
立
て
を
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
ニ
ー
チ
ェ
の
「
私
の
〈
哲
学
〉」
の
核
心
は
、
人
間
に
と
っ
て
の

「
内
的
世
界
の
不
可
欠
性
」
で
あ
る
。
そ
の
道
具
立
と
し
て
み
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
、「Positivism

us

とIdealism
us

を
並
置
す
る
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
」

と
「
在
る
よ
う
に
、
成
る
の
思
想
」
で
あ
る
。「Positivism

us

とIdealism
us

を
並
置
す
る
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
」
と
「
在
る
よ
う
に
、
成
る
の
思
想
」
を
両
輪

に
し
、
ニ
ー
チ
ェ
思
想
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、
ニ
ー
チ
ェ

思
想
の
系
統
樹
の
頂
点
か
ら
、
幹
・
枝
・
葉
・
根
へ
と
逆
進
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
ひ
い
て
は
、「
私
は
所
詮
わ
れ
ら
の
眼
前
に
あ
る
も
の
と
と
も

に
一
生
を
生
き
る
の
で
あ
り
、
眼
前
の
も
の
が
わ
が
い
の
ち
に
与
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
わ
が
実
存
を
賭
け
る
以
外
に
、
私
は
人
で
あ
り
得
な

い…
…

」
(27)
と
い
う
、
ニ
ー
チ
ェ
の<

哲
学
す
る
衝
動>

を
も
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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注注 

本
稿
で
用
い
る
ニ
ー
チ
ェ
の
テ
キ
ス
ト
は
、Nietzsche W

erke Kritische 

G
esam

tausgabe, hrsg. v. G
iorgio Colli und M

azzino M
ontinari, Berlin 

1967ff.

で
あ
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。
引
用
個
所
は
、Abteilung 

とBand 
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そ
れ
ぞ
れ
ロ
ー
マ
数

字
と
ア
ラ
ビ
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字
で
表
し
、
そ
の
後
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頁
数
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示
す
。
な
お
引
用
文
中
の
強
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は
、
原
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け
る
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部
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し
て
い
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］
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の
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Ⅷ
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